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放射能と新潟県産の食物・食品
に関する情報発信について

にいつ子育て支援センター

「育ちの森」 館長 椎谷 照美

資料５－１
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震災後、支援センターを利用する保護

者や講演会、交流会等の参加者からの

主な意見を世代ごとに分け、安全性を確

認するための情報源をまとめてみた。

１ 県産品に関しての世代間の意見
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意 見 情 報 源

・子どもが口にするので心配、特に毎日飲む
水。

・子育て中の母親同士で情報交
換

・食材によって、産地を選ぶことがある。 ・子どもがいる生活でインターネッ
トで調べる時間がなく新聞で見る。

・新聞で検査結果が掲載され、安心している。 ・テレビは主に子ども番組が中心
なので、ニュースを見ないときも
ある。

・水は高くても買っている。 ・新基準は、ママ友から聞いて
知った。

・子どもが慢性疾患なため、特に気にしている
し、自分で調べたり、水も買っている。

① 乳幼児母親
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意 見 情 報 源

・買い物の際、産地を見て買う。 ・主婦仲間

・スーパーで売られているのは、検査済みだと思
うので安心して買っている。

・新聞、テレビ、ラジオ

・魚やキノコ類は気になるが、安全なものを売っ
ているはずなので買っている。

・詳しく知りたいときは、インター
ネット

・産地は気にはなるが、外食や惣菜を買ってい
る。安全だと信じている。

・回覧板

② ３０～５０歳代の主婦
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意 見 情 報 源

・孫には、食材を気にするが自分たちは特に気
にしていない。

・新聞、テレビ、ラジオ

・売られているのは安心と思っている。 ・会合やサロン

・難しい説明など資料はよくわからない。 ・回覧板

・新潟県産に関しては、新聞で危険と書かれて
いないので特に心配していない。

③ ６０歳代以上
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新津子育て支援センター育ちの森 情報誌「ここから」
・年４回発行 ４，０００部発行 無料
・配布先：新潟市内の保育園（216園）各１０冊

新潟市内の公民館、図書館、病院など

２ 身近な情報誌を活用した事例

誌面制作にあたり配慮したこと
● 関心をもってもらうため、文書量を減らし、コンパクトくにまとめる。
● 難しい説明より、わかりやすく解説する。
● 不安に思った時に聞ける連絡先を掲載
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① 世代や家庭環境などによって関心・認識度は

違うことから、どの年代に知ってほしいのか。

（重点をおくのか） それをどのようにして届ける

（伝える）のかを明確にしたうえで、発信すること

が重要。

② マスメディアや地域交流会などを活用した正

確かつ、わかりやすい情報の提供。

３ 効果的な情報発信の手段


